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そ
れ
等
の
文
書
の

f t
f t.
は
、.
多
く
'の
經
濟
的
關
係
文
書
ぞ
發
見

.
す
ざ
と
共
に
、
•
が
V 
.る
古
代
に
於
て
、

：：經

濟

上

：の
：各

湔

契

約

を

法

徘 

■
文

誊
*

'̂
で
：作

製

し

其

確

實

性

を

充

實

せ

1>.
め

得

た

當

時0 -
高

度

反

社

會

的

發

達

と

共

に

、
此
程
度
に
進
ん
：で
ゐ
た
市
^

一

 

般
の
經
濟 

的
地
位
と
 
>
其
脈
に
：至
が
諸
過
程
，

並

に

斯

务

燦

然
た
る
艾
化
が
ク
輿
後
其
地
域
把
於
で
：突
然
ど
中

_

レ
^
^

地
方
に
.殆
ん
ど
多
く
の
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
終.つ

た

た
“
是
等
の
諸
點
こ
ぞ.、
眞
に
.ブ
ジ
：ア
讷
特
質
：と
し<

重
襄
^.
る
.所
な
る
ー
と_

に
，、 

尙
他
0

-:
般
經
濟
史
歡
於
で.も

廳

分

考

察

を
_

要
ど
中
る
も
の
で
あ
ら
ケ0

.'

.

':
ふ

一

ア

市
0
遺
蹟
ば
%
獨
逸
0
;東
洋
協
會
が
デ
リ
ツ
チJC
.
敎
歡
指
導
の
下
に
、

.一
九0
ニ
年
に
初
め
.て
：發
掘
し
、
典
後®
/
/行
は
れ
：
 

^
0此
出
土
品
：中.、
^

^
獲

の

；部
分
ほ
、
多
く
ト.僅

：

(

«>

ぬ
め
ホ
犬W

敎
授
の
，手
で
發
表
さ
れ
、'ハ
尙
-*
九
：璧

.年
以
後
'フ
ィ
.
ラ

デ

ルフ
ィ
ア
火
學
.の
ク
ラ
マー
敎
贤
が
：土
珲
诨
政
府0
許
可
を
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て
之
ぢ
調
茶
し
フ
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フ
き
ル
チ
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氏
の
手
で
因
錄
ル
發
乾
さ
れ
た
び
.
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の
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ガ

、ゾ
王
朝
宋
期
西
紀
ニ
七
〇
〇
华
代
の
ル
ガ
ル
ア
ン

.
ダ

：土
及
び
，ウ
'.ル
カ
ギ
ナ
王
並
に
北
ハ
后
妃 

シ
ャ

グ
.•

シ
ャ
グ
の.
宵
殿
關
係
往
復
文
書
が
あ
り
、
ハ
丨
ヴ
ァ

1 .
ド
大
學
の
ヒ

ユ
ー
ゼ

ー
敎

授

の

手
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發

表
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れ

た
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無
い
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目
#

國
し
或
は
'「

持
^
る
國」

の
，1
^.
ま
セ
引
^
げ
た
も
.の
で
あ
り
、へ1

0
又
4
^

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
た
，。_英
•
张

•蘇
の
諸
列
國
に
狃
し
て
伊
太
利
が

「

滿
足
國
し
と
し
て
の. *
力
を
'有
ず
る
か
否
か
比
此
の
特' 

殊
語
の
持
，つ
意
義
の

解
！
：

如
何
に
ょ
り
自
ら
異
る
所
で
あ
り
、一
M
に
又
一
定
の
實
證
的
分
析
を
俟
つ'て
始
め
.て
明
ら
か
と
な
る
所
，で
あ' 

る
？
然
b
東
も
角
l

fe
於
け
ふ
画
際
情
勢
吃
變
障
帀
に
於
丈_
太
利
が
日
本
或
は
獨
逸̂
共

匕

有

カ

：舐

る
.現
狀
打
破
派
0
.
:
ブ 

て
換
言
す
れ
ば
新
興
勢
力
の
一
と
し
て
活
潑
に
活
動
し
來
り
、

.又
し
つ
.、
あ

る

事

は

否

记

し

得

ざ

る

事

實

で

あ

る

;0
然

か

も

世

界

大

戰 

を
通
じ
又
大
戰
後
に
於
て
典
の
關
係
し
た

1

切
の
國
際
的
問
題
に
際
し
常.に
事
志
と
反
し
戰
勝
國0
1
:で
あ
が
乍
_

遇

.
の

地

侦

に

險
 

れ
ら
れ
た
同
國
.が

フ

ァ

シ

ズ

‘
ト

の

擡

頭

と

共

'に
漸
次
カ
强
い
囘
復
の
麥
を
進
め
遂
に
今
日
斯
か
る
一
勢

カ

を

築

ぐ

へ

に

茧

る

«

は

對

內 

的
又
對
外
的
に
誠
に
苗
離
：の.途
で
.あ
つ
た
と
沄
は
扠
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
’從

つ

，て

木

詹

に

依

り

一

九

一

.四
！

三
七
年
にM

る
期
間
に 

就
い
て
後
#
即
ち
妍
太
利
の
對
外
政
策
の
變
遷
の..跡
を
顧
る
事
は
頗
る
興
味
深
き
も
の
が
あ
る
。
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ぬ
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乃
至
植
戾
敗
策
は
其0

_
理
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狀
勢
の
影
響
を
蒙
る.事
大
な
:;
^
と
謂
被
^

る
？
即
ち
ァ
^
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此

方

..オ

ー

ス

ト

リ

ャ

と

境

し

、

其

の

吏

脈

た

る

ア

ぺ

一

一

ィ

ノ

山

脈

を

变

柱

と

し

て

，南
へ
：
地

中

海

に

突

出

せ

る

長

靴

形

の

半

島

は

南

端

の

一：譽

.
'々
％
;"
:
1
:鳥

、
：：：
西

求
_

:
ル
«

_
ニ̂

«
_

含
.办
ぜ
*

出

ゾ
六
年〕
.を
示
す
誠
に
狹
隘
な
る
國
土
で
あ
る
o
.
.而
し
.て
此
部
ボ
ォ
河
流
域
：の
ロ
ン
•バ
ル
.デ
ィ
ァ
平
原
を
除
く
以
、外
、
大
部
分
は
If
l
'

Ĵr
-:

.
i

.
帶
を
以
て
薇
は
れ
る
結
梁
、
從
來
大
體
に
於
て
農
業
國
，で
'あ
り
乍
ら
耕
地
-に
乏
し
く
'
從
っ
て
坐
糸
、
.麻
-
小

麥

、

オ

リ

ー

ブ

讪 

笠
.の
外
纈
諧
な
產
物
を
見
出
さ
ず
、
更
に
鐵
、
.
.石

炭

を

，始

め

と
’し
、て
重
要
な
る
鑛
產
物
資
源
を
殆
ん
ど
產
出
し
な
い
と
沄
ふ
如
く
原
印 

資
源
供
給
上
よ
り
見
て
極
め
て
贫
弱
な
.狀
態
を
.
示

し

.
て

ゐ
る
。
唯

、
最
近
に
於
て
は
北
部
の
.ァ
ル
ブ
ス
南
斜
面
地
方
の
水
力
電
氣
の
開 

發
利
用
に
よ
り
國
内
產
.業
の
，

H

業
化
が
促
進
さ
れ
る
一
方
、
政
府
‘に
よ
る
南
、部
地
方
の
荒
蕪
地
開
墾
政
策
が着
々
と
實
馈
を
_
げ
っ
：
.V 

あ

る

:-
°
然
し
何
れ
に
し
て
も
旣
述
の
稠
密
な
る
人
ロ
と
原
料
資
源
の
不
足
は
伊
太
利
を
し
て
»
極
的
な
對
外
活
«
乃
至
は
植
民
沿
動
を 

必
然
な
ら
し
め
る
有
力
な
る
原
因
を
形
成
.し
、
加
ふ
る
に
地
中
海
に
面
す
る
所
謂「

地
中
海
列
國
J
CD
一
 

た
る
事
實
は
常
に
對
外
活
動
遂
' 

.

.行
の
爲
、.惹
い
；

：

て
.は
同
國
の
'•
.
立̂
保
全
0
釋

丨
向
|:
:
決
楚
太
る
^'
に
終
始
ヵ
强
^
作
用
を
及
ぼ
1>
:
だ
じ
又
瓦
；ぼ
ず
と
解
さ
れ
る
。

さ
れ
ば
本
書
に
於
て
；扱
ば
^

る
肼
間
に
就
て
も
常
に 

問
題
は
前
述
办
—
太
利
の
經
濟
的
利
謹
係
を
基
礎
に
茧
と
し
て
姆
中
海
を
中
心
と
す
る
賴
國
の
勢
カ
關
係
の
消
長
に
見
出
さ
れ
る
の

- 

.
は

蓋

レ

當

然

货

あ

る

:0
:

)

.
.-
-す

-:.凝

，'丨
^̂ 

パ

リ
.

.

一 

ー
へ
九1
四
年
七
月
塊
，
セ
：開
戰
を.以
で
ー
世
界
大
戰€>
-緖
ロ
が
切
ら
れ
た
時
、
伊
太
利-«
:
本
來
な
ら
.ば
.：1
^
^
^
^

ゐ
；た
三
國
同
盟
ひ̂

員
ど
し
て
當
然
填
國
鐵
に
立̂

べ
^
で
叙
っ
.た
。
然
し
霞
時
に
於
て

(

は
紙
太
利
が
*:
'
初
此
の
同
盟
に
參
加
し
た
直 

接
の
動
■
で
あ
っ
.た
撕
の
對
.怫
對
抗
.の
^
要
は
其
後
佛
國
と
へ
の
：直
接
誠
解
に
_よ
り
：消
滅
し
て
居
っ
た

し

、
.又
當
時
の
伊
太
利
と
し
て
は 

地
中
海
列
國
の
建
前
か
ら
英
國
と
の
友
交
關
脅
を
保
持
す
を
事
の
必
要
を
癖
認
じ
て
居
っ
た
。
そ

h
.で
伊
太
利
は
種
々
な
る
ロ
實
を
設

け

て

岗

盟

義

務
0
爾

行

を.拒

み

：'''
>
:
:
武

裝

的

：屮

立

：
：の

欣

態

を

：持

し

：
乍

ぁ

暫

各

く

-:
0
靼
見
的
態
度
令
續̂

^
其
:0
間
最
冬
打
算
的
に
參
戰
代 

償
に
關
す
る
數
次
：の
交
渉
を
先
づ
猶
填
側
と
、，
次
い
で
聯
合
國
側
、と
試
み
一
九
一
五
华
四
月
の

«

ン
ド
ツ
條
約
の.結
果
、
五

月

に

至

つ
• 

て
蕕
同
盟
側
を
敵
と
し
て
參
戰
を
決
意
す
る
1

至
0
た
。
，然
し
乍
ら
大
戰
中
及
直
後
の
諸- «
の
：國
廢
的
情
勢
の
變
轉
は
多'く

. #
太
利
杧
.

. 

と
つ
て
不
利
な
展
開
を
見
，せ
、
例
へ
ば
泶
國
の
參
戰
、
.帝
政
ロ
シ
ャ
の.崩
瓌
、
塊
•洪
國
：の
分
裂
等
：は
何
机
も

&

ン
ド
ン
條
約
の
効
架
を 

減
*

す
る
E

校
究
：̂
ぜ
#

沖

同

條

約

が

米

國

：に

.對
1.
公

式

私

通*

ん

て^ .
か
^

た

事

實

&

後

ぬ

酿

. 

:
'ツ

シ.を
^

ザ
同
珊
釣
の
- &
询
艰
遞
^

論
«

す

省

寒
#

る
.
-0
實

.^
提
供
^

^
^

に
顧
ば
^
博

ヴ

ナ

ト
'|
)
.
:ァ
她
^

に
於
^

::
^
)
#國
の
*

益
；を
是
歐
し
^
サ
"ン
:;
*
>
V-Tツ

：；

•；?-
l
r
•
.
マ
：̂

リ
；ヌ
條
約
も
平
和#
議
に
於
て
は
^

,

 ̂

の
.不

信

に
:±
ヶ
無
覦
さ
仉
た
。

.

：
：

'

;

即
ち
、
.
.餘
り
に
自
國
の
利
益
追
求
に
汲
々
.た
る
#
太
利
の
態
度
は
列
國
の
擯
拆M

貝
ひ
平
和
會
議
に
於
て
伢
太
利
は
全
く
虐
待
を
受
. 

け
る
等
^
な
り
、
北
ハ
の
_

に
於
け
る
領
土
0
分
割
に
於
て
も
又
，ァ
フ
リ
カ
大
陸
に
於
け
る
分
削
.に
際
し
て
も
常
に
得
る
所
は
小
で
'ぁ 

り
、
又
不
足
原
料
資
源
獲
得
の
要
求
さ
へ
否
定
せ
ら
れ
、
茲
に
伢
太
利
はr

不
滿
觅
國
_

」

の

地

位

，に

甘

ん

^

る
を
餘
_
な
く
せ
：ら
れ
、
謂 

は
ビ「

此
後
暫
く
0
間
伊
太
刺
は
歐
洲
諸
列
强
國
中
、
繼
子
の
地
位
に
置
か
れ
た」

の
で
ぁ
る
。
.

以
上
本
廣
•に
於
て
尨
筇
 

一
•軍
の
序
論
に
次
い
で
第
一
一
、
第
ヨ
兩
章
を
通
じ
て
大
戰
の
勃
發
當
時
ょ
り
平
和
會
議
終
了
に
至
る
迄
の

.供 

太

利
^
對
外
政
策
を
叙
述
し
、
次
に
第„四
章
ょ
り
第
九
章
迄
は
各
窣
別
に
伢
太
利
と
諸
外
國
問
の
.國
際
關
係
の
推
移
を
夫
々
取
扱
：ふ0
,
:
.
.
、

例
へ
ば
第
四
章
フ
ィ
ユ
ー

ム.問
題
、
.
第

五

，章

對

ァ

ル

.
バ
ー
ー
.
ァ

及

，び

ユ

ー

プ

ス
ラ
ビ
ャ
關
係
更
に
順
次V
;
'對
佛
、
對

獨

、
，對
英
或
は
對
小 

協
商
國
及
ガ
對
バ
ル
ヵ
ン
諸
國
關
係
等
々
で
ぁ
る
。
今
是
れ
等
各
窣
の
內

.容
，に
就
.い
て
齚
述
す
る
餘
裕
を
有
た
な
，
5
が
何
れ
も
讲
太
利 

の
對
外
政
笟
を
中
，心
に
各
國
と
の
國
際
政
治
的
關
係
の
經
緯
が
可
成
り
委
し
く
叙
述
せ

.ら
办
、/火
戰
後
現
在
：に

速

る

迄.,
地
ル
.海
列
國 
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ブ
H
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-
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八
'■四
.V 

■

の
一
と
し
て
の
饼
太
利
の
步
ん
で
來
た
道
を
種
タ
の
角
度
，か
ら
眺
め
る
事
が
出
來
る
。
而
か
も
其
の
間
を
通
じ
終
始

1:實

し
て
.見
ら
れ 

る
事
は
平
和
會
鼯
後
の
伊
太
利
が
如
何
に
經
濟
的
政
治
的
に
:it
詰
り
.を
感
じ
、
而
し
て
一
九

一 ,1

ニ
年
十
月
.ム
.ツ
ソ
..リ
ー
：#
擊

卞

の

フ
,

:•
:

• 

,ア
ジ
み
ト
^「

_

丨

マ

進

：軍

」

以
：來̂

霸

：に.積

極

的

な

活

動

：を

邋

丈

着

^

即

) 

:ち

旣

述

の

洳

べ

伊

太

利

と

1>
て
§
.

迄

她

中

德
_

の
^

た
$
實
カ
女
保
持
ザ
る.事
が
第
-*
^
 ̂

:

界
列
强
國
に
伍
し
：て
の
國
減
發
揚
を
も
目
指
す
も
の
で
}

つ

た
,0
殊
に
伊
太
利
の
場
合
世
界
列
强
の
.一
た
り
得
る
事
の
欲
求
.は
唯
に
對 

外

的
;0
'み
々
ふ
ず
對
杓
钠»
味
か
ら
も
强
調
さ.れ
た
樣
.に
理
解
さ
.れ
る
0

.

'
■

へ
、
而

か

觀

外

的

部

面

：：に
於
て
は
如
何
に
せ
ば
隣
接
の
諸
小
國
を
抑
へ
て

.、
自
$
英
•
佻
の
如
き
大
國
と
列
し
得
る.か
y

主
要
關
心
‘

事
，で
あ
:^
、「

.洗
づ
英
國
i

l
潔

^

<
的
な
名
を
旨
と
..し
：た
が
.、

H

チ
オ
ピ
ャ
戰
役
を
通
じ'て
兩
國
の
對
立
は
激
化
し
、
；：
.更
に
.ス
ナ
イ
.： 

:ン
內
亂
を
圍
0
:
:
:
て

. »
の
：不
調
は
推
然
維
持
さ
れ.る
が
、
兎
も
角
‘
チ
オ
.ピ
ア
戰
役
诚
功
後
の
伊
太
利
の
國
際
的
地
位
の
向
上
は
贫
國
と 

1>
て
：も

:»
め
ざ
る
.を
：得
な
い
所
で
あ
り
、
一
九
三
七
年一月
の
英
俅
地
中
海
協
定
の
締
結
は
對
等
な
政
治
協
究
と
し
て
目
さ
れ
て
居
る

。：

.

'
文
對
し
て
は
常
に
均
等
勢
力
の
確
保
を

f

、

一

九
三
〇
年
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
會
議
失
敗
後
の
建
獺
競

&

は
其
の
問
の
事
，
，，

。
, 

情
を
最
も
良
メ
語
り
、
叉
一
；
九
三
五
年

1.

月a

1

マ
に
於
け
.る
ラ
バ
ー
ル
、

ム
ツ
ソ
リ
ー•一一.會
談
.の
結
梁
成
立
し
た®

#

新
協
定
は
：旣' 

に
對
等
と
な
づ.た
兩
國
の
地
位
を
尕
す
に.见
‘る
も
の
と
解
さ
れ
る.。
M

に
义
兩
國
は
ス
。へ
..イ
ン
問
題
に
關
し
て
明
白
な
對
立
關
係
を
示

.

し
現
在
に
及
ん
，で
ゐ
る
。
伢
太
利
は
叉
其
の
.反
面
に
於
て
獨
逸
に
對
し
夙
に
友
說
的
態
度
を
以
■て
臨
み
、
そ
れ
は
ヴH

ル
サ
イ
ユ
：條
約 

の
顧
a
を
脫
せ
ん
と
す
る
獨
逸
に
同
條
約
に
不
滿
を
持
つ
饼
太
利
が
，必
然
的
に
同
情
と
观
解

•を
寄
せ
た
結
果
と
見
ら
れ
る
。
兩
國
は

T
.

九
.三
.
; 0
年
1:
-
ナ

チ

，ス

の

ハ

ク

ー

デ

タ

ー

に

ょ

る

ド

ル

フ

ス

澳

國

首

相

暗

殺

事

仰

に

關

し

ー

時

的

な

對

党

を

見

せ

た

事

も

あ

：つ

た
が
纏
て
べ
：

ダ

:
.:
3
:戰
糠
0
結
成
虼
伴
び
4

吏

杧

咋

年

來

の

；日

玀

#

防

書

定
€>
締

結
'<
?
:共

杧
.反

共

產

由

義

，
の

ィ.

'

■旗
印
を
明
か
に
今
や
共
に
新
興
勢
力.の
意
氣
を
誇
つ
て
ゐ
る♦

.

.
M
に
本
書
に
^
て
は
第
十
章
に
^
て

ム

ッ

ソ

リー11.

の
主
張
の
一
た
る
條
約
改
訂
論
及
一
九

一

一一

三
年
の
四
國
協
宛CD
解
說
を
興
へ
、

'

第
十
ー
.章
伊
太
利
と
國
際
聯
盟
，
第
十
ニ
摩
伊
太
利
士
軍
縮
問
題
を
取
极
<>
た
後
、
_

&

1章
^
於
セ
#
太

利

の

植

民

地

活

動

竺.
.

'

.

し

て

叙

述

し

、
：
笫

十

四

章

に

フ

ァ

シ

メ

：ト

帝

國

の

.創
設
を
說
^
て
、
第
十
五
章
伊
太
利
：の
將
來
の
目
的
を
以
て
結
論
と
す
る
。

：

畢
竟
す
る
に
、へ
-
チ
ォ
ビ
、ヤ
領
有
以
後
の
伊
太
利
の
勢
カ
は
ァ
フ
.リ
方
'大
睦
£
^ '
て
：又
地
中
海
に
於
て
英
國
と
比1

^
る
に
足
る
程
. 

.の

.優
位
を
誇
る
も
の
で
あ
り
、.特
に
同
國
.が
新
興
勢
カ
た
る
點
；に
於
：て
、
.現
狀
維
持
に
餘
念
な
い
英
.'
佛
の
.地
.位
を
脅
か
す
も
の
と
謂 

.は
ね
ば
な
'ら
な
い
。
殊
に
現
在
尙
：ス-
ィ
ン
問
題
を
圍
つ
て
ー
方
に
於
て
フ
ラ
ン
：コ
政
權
を
支
持
す
る
獨
•.依
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
戰
線
と 

他
方
に
於
て
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ァ
政
府
を
援
助
す
る
佛
•蘇
Q

A
民
戰
線
間
：の
激
し
い
抗
：爭
が
續
け
ら
れ
、
更
に
亦
、
自
國
の
利
害
關
係
ょ

P 

.出
發
し
て
不
干
渉
委
員
會
を
指
導
す
る■英
國
の
介
在
が
事
件
を
益
々
複
雜
な
ら
し
め
て
ゐ
る
P
、
M.に
現
在
世
界
を
.擧
げ
て
軍
擴
の
奔
流 

に
押
流
さ
れ
つ
、
あ
る
時
、
國
際
關
係
の
推
移
は
"何
時
如
何
な
：る
豫
期
せ
ざ
る
方
向'に
動
き
出
す
と
も
許
り
難
い0
斯
か
る
際
に
#
太 

ノ

利
に
關
す
る
限
り
對
英
或
は
：對
怫
の
：均
等
勢
カ
の
要
求
と
地
中
海
上
：に
於
け
る
安
全
感
確
保
が
主
目
的

.と
な
る
事
は
否
定
出
來
な
、い0 

，

'

:
•而
か
も
近
き
將
來
に
就
て
見
る
な
ら
ば
伊
太
利
の
對
外
政
策
.乃
：至
は
植
民
活
動
に
は
、.
益

；
々

强

化

が

豫 

.
が
：豫
期
.せ
ら
れ
る-0
'

.
;

從
つ
て

ノ
本
書
を
通
讀
じ
て.大
戰
當
時
ょ
り
現
在
迄
の
同
國.の
對
外
活
動
の
經
過.に
就
て
.ー

.

應
の
理
解
を
持
つ
事
は
あ
な
が
ち
不
必 

.

要
で
は
.な
か
ら
ぅ
。
唯
>
本
書
は
各
章
夫
.々
、
獨
立
論
文
的
：：に
扱
は.れ
、

»

:

け
且
つ
相
互
の
連
絡
を
計
つ
て
は
あ
る
が
、
猶
ほ
充
分
組
織
的
と
は
宕
ひ
得
な
い
懷
み
が
ぎ
名
。
而
か
も
論
ず
る
.紙
誠
に
常
識
的
で
あ 

り
、
場
所
に
ょ
つ
て
は
政
治
的
事
件
の
羅
列
に
過
ぎ
ぬ
點
も
あ
る
が
、
又
そ
れ
丈
け
に
親
し
み
易
い
書
で
も
あ
る

o
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